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、二㌧㍊二二日ニ

した。子どもたちの作品は「偲炭素杯2013」で展示される。鳶夢いっぱいのカラフルなトロフィーができあが　　　　1－、、、‾“‾二「「‾‾一

った。澤造形家の西藤公太郎さん。トロフィー制作の指導にあたった。捌中田種苗園の仲田茂司さん。¢筒賀の　　　　、二二二U二二

衰えた地元のオオモミジを伐採し、樹皮を剥ぎ材料とした○使えそうなものを選ぶところから沌フィー制作が　　　、‾‾‾‥‾‥〉－一肌一一「コ一一一、一

スタート。覆野木沢小学校の校庭にある増量計。設置後、健康に問題のない偲緩重を示し続けている○
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「復興の船出をイメージしました」。ワークショッ

プの最後にそれぞれの思いを発表。参観した父兄か

ら拍手が起こった。
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ソ
ト
ボ
ラ
新
聞

ソ
ト
コ
ト
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の
た
め
の
新
聞
が
好
評
発
刊
中
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
獅
子
奮
迅
の
活
躍
を
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
、

写
真
・
文
＝
宇
野
孝
則

現
場
か
ら
熱
く
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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去
る
1
月
1
8
・
1
9
日
、
福
島

県
・
石
川
町
野
木
沢
小
学
校
の

6
年
生
1
8
名
が
、
卒
業
記
念
の

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
制
作
し
た
。
材

料
と
な
っ
た
の
は
、
寿
命
に
近

づ
い
て
い
た
推
定
樹
齢
1
0
0

年
の
地
元
の
在
来
樹
、
高
さ
1
2

メ
ー
ト
ル
の
オ
オ
モ
ミ
ジ
だ
。

「
福
島
県
は
、
2
3
種
も
の
モ
ミ

ジ
が
自
生
す
る
自
然
豊
か
な
土

地
で
す
。
震
災
は
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
、
提
供
者
の
仲
田
茂
司

さ
ん
。
地
域
の
植
生
の
象
徴
で

あ
る
モ
ミ
ジ
を
素
材
に
、
福
島

の
子
ど
も
た
ち
が
1
0
0
年
の

樹
齢
1
0
0
年
の
モ
ミ
ジ
が
材
料
。
福
島
の
小
学
生
が
「
元
気
」
を
か
た
ち
に
。

土
地
の
記
憶
を
未
来
へ
繋
ぐ
。

福
島
県
の
な
か
で
も
こ
こ
石

川
町
は
、
首
都
圏
並
み
に
放
射

線
量
の
低
い
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
。

ト
ロ
フ
ィ
ー
の
素
材
と
な
っ
た

オ
オ
モ
ミ
ジ
も
事
前
に
検
査
を

行
い
、
充
分
な
安
全
が
確
認
さ

れ
た
う
え
で
提
供
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
昨
年
1
1
月
の
伐
採
時
に

は
さ
ら
に
樹
皮
を
剥
ぎ
、
子
ど

も
た
ち
白
身
に
よ
る
下
処
理
を

兼
ね
た
「
除
染
」
作
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。

「
原
発
事
故
後
の
福
島
を
つ
く

り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
に
直
面
す
る
の
は

彼
ら
。
現
実
と
向
き
合
っ
た
う

え
で
作
品
を
作
っ
て
ほ
し
い
思

い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
語
る
の

は
、
今
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

制
作
指
導
に
あ
た
っ
た
造
形
家

の
哲
藤
公
太
郎
さ
ん
。
石
川
町

も
ま
た
深
刻
な
風
評
被
害
に
悩

ま
さ
れ
て
お
り
、
農
産
物
な
ど

の
売
り
上
げ
が
低
迷
。
な
か
に

は
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
一

部
家
庭
も
あ
る
と
い
う
。
そ
う

し
た
不
安
の
渦
中
に
暮
ら
す
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
「
心
の
奥

深
く
に
あ
る
思
い
を
見
つ
め
、

作
品
と
し
て
表
現
し
た
経
験
は

必
ず
未
来
の
力
に
な
る
」
そ
う

暫
藤
さ
ん
は
信
じ
る
。

「
一
番
大
切
な
の
は
、
こ
の
状

況
か
ら
モ
ノ
を
作
り
出
し
た
と

い
う
事
実
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
何
が
あ

っ
て
も
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
時
間

を
過
ご
し
た
今
日
の
こ
と
を
思

い
だ
し
て
も
ら
い
た
い
」

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

制
作
さ
れ
た
数
々
の
ト
ロ
フ
ィ

ー
は
、
2
月
1
6
・
1
7
日
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る

「
低
炭
素
杯
2
0
1
3
」
に
て

展
示
。
あ
わ
せ
て
制
作
過
程
の

写
真
展
も
実
施
す
る
。
ま
た
1
7

日
の
表
彰
式
で
は
、
思
い
を
引

き
継
ぎ
暫
藤
さ
ん
が
制
作
し
た

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
、
野
木
沢
小
学

校
の
生
徒
が
環
境
大
臣
賞
受
竃

者
に
授
与
す
る
予
定
だ
。
日
本

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

制
作
し
た
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
貝
に
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。


